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米洲行日誌（1）
山　本　　一　清
　　　　　　　　　　　四たび太平洋を渡る．こんどの族行は第一ペル1
　　　　　　　　　　　に於ける皆既日食槻測のため，第ニブラジルに於け
｝副@る天文研究指導のため，第三北米合衆國内の天文憂覗察のため一十の三つの目的をもつて，昨1936年の秋から，計書し，熟慮し，奔走した結果である．日食準備のためには，大墨袋の多くの同僚の協力
と共に，大阪の大高啓三郎氏と東京の五平齋三氏との援助を獲た．ブラジル
への興味は外務省當局の斡旋と，又，船の出帆の闇際まで間断なく途られた
1帥屋信一氏等の通信と，與謝野修聖母の終始熱烈なる勘誘とによって決心を
促がされた．最後に，北米各所の天文栗覗察は今日の天文學術の進歩磯達に
随一の貢献をなしつつある此の偉大なる國の尊翁への敬意と，更に，同行の
若き2學徒を此等の學府へ紹介したい老婆心と，此の二つからの希望による
　旅行の計三百來孚ケ年，内外諸方面からの聲援は多く受けたけれど，豫算
の問題と，多：方面に渡る目下の我が公的責務のために，今年に入るも確たる
決断をするに至らす，一時は惜しくも此の活計書を放棄すべきかと案じたぼ
どであったが，3月初めに至って．ヒ山勘太郎三の義氣により，又，山本邦之
助，藤澤玄吉，重々竹之助，野々宮元藏諸氏の有形無形の厚意により，愈々
此の族行を決行することとなり，爾ほ其れに，文部，外務，拓務各當局から
の激働もあり，又，在東京のペル1國公使シユライベノレ博｛ご其の他の高官た
ちや，在ペル1の官民邦人各位諸方面からの聲援もあり，盆送吾々の決心を
堅くせしめたものである．
　3月中頃に至って，一行中に加はる豫定の荒木助教授が家庭の事情により，
参加を中止したのは淺念であったが，覗測其の他の事は3人が：全責任で逮行
ずる～二とと定め，3月29日22時45分，多くの公私友に見逸られて京都騨を出
獲した。
　翌3月30日東京着，3人直ちにペル1公使館を訪問，午後は又，横濱でベル
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1國と合衆國との爾領事館を訪ねて族券の査誇を受けた．此の夜は，南澤の
自由閉園を訪ねて，少年たちが作った口早20糎の反射望遠鏡で，金星其の他
を塵女槻陣した．
　；次で31同は13時から3人共にベル1公使館での胡町午餐會に招かれ，公使
シコ・ライベル博＝卜，横濱の領事ダギラ氏及び公使舘附武官メンド1ザ大尉と
徽堕した・又，18時からはYMCAで有志三野の1一；別會あり，ついで直ちに
講演會が開かれ，
　　　　‘‘南太準洋上の皆既ll食”　　　　　柴　団　理　學　士
　　　　‘‘何故ペル1に行く？”　　　　　　lll　本　（團　長）
　　　　‘‘太陽と日食”　　　　　　　　　　堀　井　理　學　士
の順序で1蒜演をした．
4月1日　愈々氷川丸出帆のrlである．朝9時tP，ホテルに三三者一同集ま
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り記念の朝餐をとり，共の後，柴田，堀井雨君は見逸りと公務を象ねて横灘
へ出稜．自分は荷物など引きまとめ，英子，進，；1二居氏等と1旺午東京子牛，
NYK横濱支店や太李洋貿易支店に立ち寄った後，13時40分，　B桟橋より氷
川丸に乗った．早乙女博■ほか数10名見途られた．船は日野の如く15時解縫，
港外にて暫時停船の後，17時出帆した．天氣は晴朗で，海峡内外は西南の風
が可なりあったが，房州沖あたりからは追手となり，動旛も殆んど無く，ま
ことに静かな海上を行く．20時過ぎ，晴れた室の西部に，銀河まで突入する
黄道光を見る．一今夜は，何となく疲れてみるので，21時眠る．室は353號
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より375號の廣々としたのに攣更された．今夜は時計が30分進められる筈。
　4月2日（金曜日）　正午の船の位置，東諮U44。49／，北緯37028／，横濱より330浬，ゾン
ク1ゾ港へ3970浬，氣歴76L5粍，氣濃15D，水温130．
　絡日天氣良く，展望ひろし．午後曇り．雪を甲板上に見る・室内にあって
米大陸族行計書と，原稿かき，爲眞術の研究．
　4月3日（土曜日）今日は剃丁武天皇祭，海上は終H晴れ，微風，まことに李穏な天氣で
ある．正午の離の位置は東経15104工！，北緯40。51ノ，昨riより379浬航走．横濱より709浬，
ゾンク1ブ港へ3591浬．氣腿76⑪．0粍，氣温！1．Oo，水温8．5。・今曉，時計は35分進められ
た．
　朝8時に眼がさめ，食事後，暫く甲板を散歩して，室に婦り，米油内に於
ける飛行航路と，大陸バス線を研究する．シャトルからロスアンゲレスまで
汽車か，バスか，又は飛行すべきか？
　一昨日，横町出帆の時，羽仁氏から頂いたアデリヤの赤い花が室内で三つ
四つ険き始めた．午後暫くひるね．夜は食堂で皆集まり，21時李まで活動爲
眞あり，今年初，三男東部に於ける大洪水のニウス書などあり，實にノアの
洪水の記者も想像し得なかったほどの惨事である．
　4月4H（日曜日）　正午のfiAの位置は，東田159002／，北緯44。06／，月日より航走379浬，
横濱より1088浬，ゾンク1ゾ港へ3212浬．召見1758．5粍，地温5・50，水温3．0。C，風は北
北西3米．
　絡日可なり亡いうねりがあった．室はドンヨリ曇りで，時々　ll光がもれる．
室が寒いので，一等サロンに頑ばって手紙など書く．午後から室にも暖かV・
室氣が逸られて來るやうになった．食事を少しびかへめにしてるるので，お
腹がすいて，誠に心地が良い．野選出帆まぎはに高城君から韓逡された瀞屋
君からの信書をくりかへし讃んで見て，ブラジル行きの計書をいろいろと考
へて見る．
　4月5日（月曜日）　正午の船の位置，束糎167015ノ，北緯46034／，昨日より航走377浬・
横濱より1465浬，ゾンクiプ港へ2835浬．氣厘759．0粍，氣温3・5。，水1胤2・2。C・風は西
4米．
　今日も昨日と同様に，うねりは可なりあった．朝ねをしたが，絡日室内で
手紙をかV・たり，整理をしたり，割に忙しかった．午後，船長室へ航海暦を
見せて貰ひに行ったが，あひにく船長は不在で，ひとり甲板を散歩した．外
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は寒いけれど，三内は温室のやうに淵い・横濱出帆以來，今日も天氣は良く，
揺れも無く，まことに交字通り太朗吟である．夜は夕食後，又活動窩眞の映
為が食堂で開かれた．10時入浴．今夜過ぎ，時計は40分進む筈．
　4月6日（火曜日）晴曇正「1：の船の位置，東経176。07ノ，北緯48。40！・昨Hより航走381
浬・横濱より1846浬，ゾ〃IV“iLkへ2454浬・raPt765．0粍氣温7．5。，水温2．0℃．西風
5米・
　今日は僅かにうねりがあるばかり，心地良い海上である．8時起床．朝食
後，船室へ銀内争麿船長力：話しに來られた．聞く所によると銀内氏は約15年
前，自分が初め渡米の此の航路で乗った富山丸の船長吉田金作氏の後任者と
して富山丸に暫く乗ってゐられたと言ふ航海中の日本船と日本との間の無
＿慈戦
線電報は世界中どこからでも1信80鏡であるとは驚くほど安い．
（????）
　終日，室内で書き物をする．出帆の時の窮眞が出來て來た．一今日は柴
田，堀井爾君の乗ってみるノルエ1丸が横瀕を出帆した筈である．徴迎の祀
電を打つ．夜孚過時計35分進む筈．
　第2の4月6日（やはり火曜日）曇。正午の船の位置，西山174。07，北緯49。44．昨日
より航走388浬・横濱より2234浬，ゾンク1ブ港へ2066浬・氣厘762・0粍，氣温4．5。，水
温2・3。C・風SSW，4米．
　朝9時に起床．室内で食事した．終日，談話室で書きもの．柴田，堀井爾
君から愈々ノルエ1丸で出帆したとの電報が到清した．昨夜中に経度180。を
越えて丙四球に入ったので，アメリカへも近くなったわけ．無線室に入って，
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ゾンク｝ゾ港の清水牧師へ電報を出した．
　夕食はスキヤキ．皆んな大はしやぼ．今夜中に時計40分進む筈，
　4月7日（水曜日）曇正午の船の位置，西経164。41’，北緯49。57！，昨日より航走365
浬．横濱より2599浬，ゾンク1プ港へ1701浬・半片744・8粍，氣温3・0。，水温2・2。C・風
SEE，6米．
　朝8時孚に起床．波は幾らか高い．終日書きもの．料理が良V・ので吾々の
テ1ブルから料理長ヘビ1ル掌打贈る・夕食後は活動臨書，主として喜劇も
の．今夜中に時計が40分進む筈．
　4月8日（木曜日）漸次晴れる・正午の船の位置，西経155。05！，北緯49。57i，昨目より
航走370浬。横飛より2969浬，プンク1ブ港へ1331浬．氣駆745・0粍，氣温3．8。，水温
3．5。C，風NEE，3米．
　朝起きたのが邊くて，食事は室の中でする．15時学，船長の御茶の會あり，
キャビン客思集まったが，大したことは無かった．天氣は良くなり，青室が
見えるやうになって來たが，長周期のロ1リングは爾ほ績く．夕食後入浴．
午後，船客名簿が配布された・今夜中に時計は35分進む筈，
　4月9日（金曜日）晴れ・正午の船の位置，西纏145。46！，北緯50010ノ，即日より航走
360浬・横濱より3329浬，ゾンク｝プ港へ971浬．氣駆753・7粍，氣温8・2。，水温4・5。C，
風NW，5米・
　どうも時計が毎夜脈々進むので，朝起きにくV・．天道は晴れた，もはやし
けはあるまv・と人々は話し合ってみるが，うねりは強い．今日も終日室内で
書きものした．午後，京都の退役船長太田氏が室に話しに來られた．夕刻，
西の晴れ間から日没を見たが，緑閃光は，双眼鏡を持ち合はせなくて，見え
なかった．今夜中に時計は40分又進む．
　4月10日（土曜日）　晴れ，浪高し．正午の船の位置，西経136。02／，北緯4go58！，昨「1
より航程375浬．横面より3704浬，ゾンク1ゾ港へ596浬．黒蝿755．0一旗温9．0。7水押
6・0℃，風W，6米・
　うねりが高くて，今日は終日左右へ20。つつもロ1リングをしたので，食
堂でも，室の中でも，安定ならす，食卓には枠をはめた。しかしロ1リング
の周期が長いので，誰も醇ふ入はない．
　午後，名’古屋からトロントに当る＝ウマン氏と甲板で話した．トロント大
序の新天文毫や，ミルマン君のことなど夕食は御別れの晩餐で，賑やかで
あった．夜は明日登途の手紙をかく，
